
R8 感謝祭「仁王会法要」職衆作法について 

 

得度者講習で配布しました「法要での所作（得度者用）」のプリントが基本となります。 

当法要では全得度者の所作を統一するため、塗香での清めは法要前に各自で行ってください。 

 

○法要前半（～咒まで） 

1. 職衆は、導師入堂まで念珠一匝、法界定印で待機 

2. 導師入堂の際は頭を下げ、金剛合掌でお迎え 

3. 導師が壇前に着座したら、内陣 1 列目のタイミングに合わせ頭をあげる。合掌はそのまま 

4. 導師が三礼の鏧子(けいす:大きいおりん)を打ち始めたら、念珠を二匝に持ちかえ合掌 

5. 一同三礼 

6. 導師登壇の動作になり、職衆は衣紋繕い→護身法→念珠一匝合掌 

※塗香所作は行わないこと 

7. 洒水発音で四智梵語。導師表白の際は、次第を袂にしまい合掌。不動讃で再び次第を出す。 

 

○咒 

1.  咒がはじまったら金剛合掌から外縛(げばく)の印を結ぶ。※金剛合掌の指をそのままにぎりこむ印  

向かい側の内陣職衆の口元、体の動きを見て、唱える速さをそろえる。腹から声を出す 

2. 助が発音するタイミングは、佛眼大咒「おんろろそぼろ～」、般若菩薩咒「おんきり ぢしり～」

一字金輪咒は 2反目から唱える。咒頭の発音をしっかり聞くこと 

3. 咒が終わり、佛讃を唱えることを忘れない 

 

○般若心経・至心発願 

1. 般若心経は常の如し 

2. 至心発願の所作は得度者講習動画にて確認。 

導師の後に続いて加持棒を取り、御本尊をさす（右手：人さし指、左手金拳） 

発願句をお唱えの後、導師の「のうまくさんまんだ ばざらだん」の発音に続いて 

「せんだまかろしゃだ」を唱えながら、加持棒を順 3転、逆 3転とまわす 

3. 「そわたや うんたらたかんまん」を唱えながら加持棒の下を地に突き、元におさめる 

 

○法要後半（至心発願～） 

1. 解界は、導師とタイミングが合わない予定なので、1列目職衆のタイミングに合わせ行う 

2. 解界後は念珠二匝、合掌で待機。導師が壇から降りた後、一同三礼 

3. 導師が退堂の際は、入堂と同じく頭を下げ、合掌でお送り 

※頭をあげるタイミングは導師の姿が見えなくなってから。また内陣者に合わせる 


